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これまで、労働実感が厳しさを増す中で、社員には「先行き不透明」「目標未達」「コロナ前には戻らない」など
言っておきながら、取締役一人当たりの役員報酬の金額が判明しました。データによると取締役1人当たりの報
酬額は約5155万円と算出され、コロナ前と比較して約649万円も増加しています。取締役だけではなく、社員の
労働実感に向き合った期末手当を支給するべきではないでしょうか！

（引用元 IR BANK）

◆2018年度（コロナ前）
報酬総額は15名で6億7600万円

＝1人当たり約4506万円

◆2021年度
報酬総額は11名で3億9100万円

＝1人当たり約3554万円

◆2022年度
報酬総額は9名で4億6400万円

（対前年7300万円増）

＝1人当たり約5155万円
（対前年1601万円増）

※取締役一人当たりの額
監査役・社外役員を除く

社員には、「目標未
達」「コロナ前には
戻らない」等と述べ
て我慢を強いてお
きながら、役員報酬
はコロナ前以上と
なっているのはおか
しくないですか！


